未亡人 
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か、 どうしようかと、 心の中で やきもき していた では 

ありません か。 
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そんな 諺 は、 猫の 無智 を 軽蔑す る ことに はならず、 

却って それ を 羨む ことになる のです。 秋 山さん から 果 

して 五十 万の 現金が 来る かどう か、 あなた は 待ち こが 

れて、 猫 を 邪険に 取扱った こと さえ ありまし たね。 

五十 万円と いえば、 可な りの 金額で ある こと を 私 も 

知っています。 それが、 あなたの 属して る 保守党で は、 

代議士の 選挙 費用な ど に 雑作な く 使 ぃ果 されて しまい 

ますね。 金が あつたから こそ 当選した 代議士が、 如何 



れ ましたでしょう。 その 一 つと して、 ちょっとした 隙 

間に 大塚 夫人 は あなたに 囁き ましたね。 

「こんど、 立候補なさい ますそう です ね。 期待して お 

ります わご 

あなた は 左手 を 着物の 襟元に もってゆきながら、 微 

笑し ました。 

「あら、 わたくし なんか、 出る 幕で は ございません わ _ 

皆さんが しきりにお 勧めな さいます けれど …… ご 

そのような 外交的な 言葉 を、 大塚老 夫人 は 無視して 

かかり ましたね。 

「わが 党の 勝利 は 眼に 見えて いるそう です よご そし 



微笑んだ りして、 高木 君の 淋し さとい うか、 それ を 貪 

リ 味った ものです。 あまり 楽しんで いると、 肩 も 少し 

は 凝りましょう よ。 あなた は 肩 を ちょっと 叩きました。 

「なんだか、 血圧が 少し 高い らしい のよ。 でも、 死ぬ 

なら、 脳溢血なん かがいい わね。 長く 苦しまなくて、 

一 思いに 死ね るんだ から …… ご 

丹前 を 肩から ずり 落し、 襟元 を くつろげ、 手 を 差し 

入れて、 肩 をな でました ね。 

「ごらんなさい、 こんなよ ご 

血圧が 高い と 肩が凝る もの かどう か、 その 説明の 代 

りに、 あなた は 高木 君の 方へ 炬瞎 半分 ほど * を ずらせ、 



の 外に 生きる とか、 そんな こと を 論じ あいまし たね。 

それ も 親子の 愛情 を 持って、 冗談 まじりに、 そして 信 

昭 君の 方から いい加減に 調子 を 合せて、 謂わば 酒の 肴 

にした のでし ようか。 

そして 沈黙の 合間に、 あなた は、 冷たい 微風に 似た 

寂寥 を 感じ ましたね。 この 点に ついては、 私 は あなた 

を 尊敬し ますよ。 

守 山 未亡人 千賀 子さん 

翌朝 〔# 「翌朝」 は 底本で は 「習 朝」 r あなた は 珍ら し 

く 寝坊し ましたね。 前夜、 ウイ スキ ー の 酔いが 頭に の 



ころで ございま すよ。 ところが、 あいにく、 いろいろ 

忙しかった ものです から …… 。 丁度、 出かけよ うとし 

て いますと ころで …… どう 致しましょう …… 急な 用事 

がご ざい ましてね …… ご 

あなた は噓を 言って るので はありませんでした。 墓 

参に きめる と、 それが もうあな たにと つ て は、 さし 迫つ 

た 急用と な つてい たんです からね。 

小川 夫人 はちよ つと 顔 を 曇らせ ましたが、 すぐに、 

媚びる ような 笑み を 浮べ て、 また 出な おして 来る と 言 

いました。 そして、 大した 用件で はなく、 先達てお 頼 

みして おいた ことにつ いて 伺った の だと 明かしました _ 
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